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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 三上Ｄｒが１６日公休なので、明日中に１６日の分の指示受けして下さい。

· 根市　巳佐男様～ＭＲＳＡ・肺炎あった事から、本日三上Ｄｒ指示にて胸部レントゲン　　　　

実施しています。明日結果を見て、必要なら内服指示出すとの事です。

・五十嵐　タイ様～定期変更あり　アナフラニール(10)2T　2×nde　追加となっています。

些細な事でも気になっているため。

・事故報告書について～事故報告書の書式が変わっているので、間違えて記入しないよう

に再度確認お願いします。

・鍵の管理について～ＡＢユニット…鍵を持ち出す際と返却した際は、その都度鍵使用チェック表に名前を記載し、徹底して行っていきましょう。

　　　　　　　　　　ＣＤユニット…その日のＣＤリーダーが、まとめて鍵を持ち、管理していきましょう。
　　　　　　　　　　階段室の鍵について…使う頻度がＣＤユニットの方が多い為、２階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーダーが朝ＣＤユニットへ上げ管理してい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　きましょう。

・呉　忠雄様～現在、部分入れ歯を使用していますが、食事介助以外は、外してスタッフ

オフィスで管理しましょう。食事介助を行ったスタッフが外すよう、徹底し


ていきましょう。

＜ｍ－ｓｈｅｌｌ分析＞

Ｈ.17.6.13　４時頃　　206号室より大きな物音がし、濱浦正明様が鼻出血されていた。

５時３０分頃　　濱浦正明様、右眼周囲に腫脹、内出血みられている。

	
	
	
	何が原因だったのか
	今後の対策

	ソ

フ

ト
	左記について本来どうするべき濱浦正明様が衝動的行動がある事を予測して、常に視界に入るようにしておく。
	(実際どう行動したのか)
２時に尿・便失禁あり交換を行った際、覚醒されなかった。そのため起床時に、危険を予測すべきであった。
	
	スタッフの目が行き届く部屋に移室する。

	ハ

ｌ

ド
	左記に関する事について
	(実際どうなっていたか)
通常からふらつきあり、転倒転落の危険性がある為、床に敷布団で休んで頂いている。最近他の患者様から攻撃を受けている為ドアも閉めている状態ではなかった。
	
	

	勤

務

環

境
	（職員の中に事故を誘発する慣れや手抜きはなかったか）
	その時間帯にスタッフが１人なので201・205号室の見守りをしていた為、目が行き届かなかった。
	205号室へ移動させる。観察室を密にする。

	関与した看護者
	（この業務を行う為の知識や技術は十分だったか、疲労感、イライラ、不安などの状況がなかったか）
	3時半～5時45分までＣＤユニットが1人となる。最近は4時頃から覚醒し徘徊される患者様が多いので、細やかな部屋への方室が難しい。
	

	患者様の

状態
	（事故前後の患者様の状態）

事故前は、尿・便失禁見られ交換時にも覚醒しないほど眠られていた状態であった。事故後も、しばらくは覚醒無く身体を揺り起こすと返答が聞かれる程度であったが、6時頃からは、鼻歌を歌ったりにやつき見られ、通常の様子だったが、自力での歩行は不安定で危険な為車椅子にての経過とした。
	起き上がった際、ふらつきがひどくドアにぶつかったと考えられる。
	常にスタッフが見守り

、目を離さない


